










































る｡ しかるに先に辻 ら(6)は, BCG菌により感








































で採取 し,夫々10羽分をプールして -20oCに保存 し
た｡尚,本文中種々の処置を行なったウサギ血清又は
血祭について,次の様な略称を用いた｡













































00 1200て こ 壬 三ミ ニ< >
A B C D 溶出液畠(ml)分 劃regain2.5±0.2g.water/g.drygel,Pha
rmaciaUppsala)は,莱溜水にて頻回洗
















チーム活性比濁計読み %T0 10 20 30 40 50 60 70 8() 90 ハU13ハ
リ121ヽノWU0r1く■ > < ? ? > < こ く 上.
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50mlの 0.2M NaHP04の順序に洗醸し, 最後
に以下に記載した第1bufferで洗醸し, 平
衡に達せしめた｡ 分劃に使用したカラムは,直径 2.5cm
















5の如 くⅠ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳの4分劃に図4 FSl DEAE-Celluloseカ
ラムクロマ トグラフ ィー


















た｡Boyden反応 :ほぼ Boyden ら
(10)の記載した方法に従い, Sta-vitskyら(ll)の判定基準に従って判定した｡]一:20
,000タンニン酸 処理 ヒツジ赤血球
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rook-Dubos感作赤血球凝集反応及び溶血反? ? ? ? ? ? ? ?
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｡従って, 感作後如何 なる時期に採血 するかによ
て, 上述の 抗体分布の 様相も変動 するであろう｡次
にツベルクリン蛋白 (p.p.D.)を抗原とするBoy








表 1 N.,V.,Ⅴ.C.T')サギ血清及びその SephadexG-200分割による Middlebrook-Dubos
感作赤血球凝集反応,溶血反応成績
稀 釈 倍 数
一 口N: 一 ー血












































































表 2 V.ウサギ及び V.C.ウサギ血清の Boyden反応
































とから, 低分子の inhibitorの存在を仮定 した
のである｡この点を更に別の面から検討する目
的でこの実験を行った｡即ち,血衆を透析する
代 りに SephadexG-25によって処理 し, 分子
量 5,000-10,000以下の物質を除去することに











10 20 30 40 50 60 70 80 90TubeNo.蓑 3 V.C.ウサギ血祭の分域電気泳動分割による
ツベルクリン感受性伝達実験及び Bは著明な
発赤と硬結を伴う反応を惹起し, 然も7日目に








のinhibitor 作用の有無についても検討 する必要があろう｡(㊤ V.C.血軒のSephadexG-200gelf
iltration分霊耶こよるツベルクリン感受性
















静 脈 内 投 与 後 日 数
1
-
















































? ?? ? ?
FS甲 上 36時間透析j30
























(18×16) ~+ + +
の辻 らの推測を裏づけるものである｡対照実験 椙来なかったことより,Ⅴ.C.血菜由来の FS4に
として 同時に行った正常ウサギ血柴 FS｡ の投 特異的な現象とみることが出来る｡FSlに関 し
与によっては,かかる伝達現象を認めることは ては,その伝達された反応性 も弱 く,_廿つ5時
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(勤 FSlの DEAEICelluloseカラムクロマ ト
グラフィー









































































･ ･ - (18妄17)(12貰12)(16;14) ±(14…13) =r二
t












同様に 蒸溜水透析処理 し, その 水溶性劃分を
recipientに投与 した結果は凡て陰性であった｡
従 って Ⅴ.C.血柴 FSlに特異的な現象 とみるこ
とが出来る｡
③ FSlの糾分劃 P4及び FS4の Middleb-
rook-Dubos感作赤血球凝集反応及び Boy-
den反応 :
V.C.血 柴の FSl はツベルクリン多糖体, 或
いはツベルクリン蛋白 (p.p.D.) を抗原 とする
感作赤血球凝集反応を著明に惹起 し得た｡更に
FSlの水可溶性分劃を DEAE-Celuloseカラム
で分劃 して得た P4 について検討を行 った所,
表 8に示す様に何れも著明な抗体価を示 し,特
に Boyden反応陽性価は用いた試料の蛋白量に
比 して極めて高 い ものがあった｡然 して同時に
行 った実験で FS4及び Ⅴ.C.ウサギ alveolar
macrophage袖 山液 FC3 (第 1篇で記載 した如
く,Transferfactorを含む分劃)については,
いづれの反応もすべて陰性であった｡










と思われる｡ しか しα2-globulin との関係は明




上記 P4分劃の0.5%溶液 (pH7.4,0.075M ph-
osphatebufferedsaline)を 59,780rpm で遠心
し,4分毎に毘影 したシユ リ-レン沈降図形を
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fEF S:i737…≡二 二 『 771I=igi-I:I-_ .:I_=




























FSl粍 盟 笥F,?mg20 56 -
FSl烏7｡C,24時間 20 56 -
1 ｢1 ! 3 日











表 9に示す如 く,pH7.8にて FSlの trypsin









dexGl200による分劃 FSl に属 し,分域電気i
泳動上,更には trypsin処理の結果などより判
断 して α2-globulinがその主成分をな し,沈降
係数は 17Sを示すものであった｡ FS1-P4分劃
は,その他, γ1M-globulin及び 7S type の
微量蛋白を含有 し,前者は感作赤 血球凝某反応
抗体を含んでいることが明かであったが,後者


























血中-遊離 して Ⅴ.C.血柴 FS4として捕捉され
























































































て異る2柾の 伝達因子 が存在 した. その一つ
は,α2-maCrOglobulin(沈降係数 17.OS)を主体
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